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オーガナイザー
　荒井雅吉（阪大院薬）
　関山敦生（阪大院薬）
　笠原恵美子（阪大院薬）

　先進諸国の急速な超高齢化により、
健康寿命の延伸がグローバルな課題と
なっている。この対策として、心身（こ
ころと身体）のセルフケアによる健康
維持・増進や未病状態の改善は、健康
寿命の延伸ばかりかＱＯＬ（生活の質）
の向上、社会保障費の削減、労働人口
の確保などが期待できる優れた解決ア
プローチであり、実現が社会から強く
要請されている。
　一方、天然物や天然由来成分、食素
材などは、セルフケアツールの素材と
して期待されているが、それらから安

全で有効なセルフケアツールが継続的
に提供されるようになるためには、素
材選択、機能性、分析、安全性の保証、
果ては人体の複雑さや多様性にまで及
ぶ新たな科学的検討が必要である。
　本シンポジウムでは、天然物や天然
由来成分の食品、香粧品、機能性成分
等としての活用のフロントラインまた
現状の課題などについて、４人のシン
ポジストに、規制科学、分析科学、食
と健康、健康のための未利用食素材の
活用という観点からご講演いただく。
そして、天然物や天然由来成分を、健
康長寿のための素材として開発および
社会導出を進めていくに際し必要とさ
れる研究（また研究者）のあり方につ
いて議論したい。

（荒井雅吉）

心身のセルフケアのための素材開発と実用化
－健康長寿を目指して

オーガナイザー
　今西未来（京大化研）
　築地仁美（愛知学院大薬）

　近年、異常なリピートＲＮＡ配列が
神経変性疾患の原因となることや、Ｒ
ＮＡの化学修飾やプロセシングの異常
が癌を含む様々な疾患に関連すること
が明らかになってきたことから、ＲＮ
Ａは重要な創薬標的として位置付けら
れている。しかし、ＲＮＡリピート配
列の異常伸長が根本原因となる神経変
性疾患に対して未だ有効な治療法が存
在しないなど、薬学研究においては、
ＲＮＡ疾患のメカニズムの全容解明と

ＲＮＡを操作する技術開発の両輪が急
務となっている。
　本シンポジウムでは、異常なリピー
トＲＮＡ配列に起因する神経変性疾患
の発症機構の解析および治療薬開発に
関して、神経科学から化学まで、異な
る観点からのアプローチを紹介する。
　また、蛋白質化学や核酸化学的アプ
ローチを利用したＲＮＡ修飾制御やＲ
ＮＡ編集制御など、核酸の構造や配列
特異的なＲＮＡの操作法に関する最新
の知見を紹介し、ＲＮＡ疾患の発症機
構とその制御に向けた創薬基礎研究に
ついて多角的に議論したい。

（今西未来）

RNA疾患のメカニズムと
創薬に向けたRNA操作

オーガナイザー
　根来亮介（立命館大薬）
　出口清香（京大CiRA）

　医薬品候補化合物の有効性や毒性
を非臨床試験の段階で予測できるi n 
v i t r oモデルは極めて有用である。し
かし、従来のセルラインでは、その
予測性が低いことが課題となってい
る。近年、ヒト人工多能性幹細胞（ｉ
ＰＳ細胞）、オルガノイド、ゲノム
編集技術などのブレイクスルーによ
り、ヒトi n v i t r oモデルの進化は目ま
ぐるしい。さらに、生体模倣システム
（Microphysiological systems：ＭＰＳ）

の登場により、従来のプラスチックプ
レートでは困難であった生体を模倣し
た複数種類の細胞培養（臓器チップ技
術）ができるようになってきた。その
ため、ＭＰＳに高機能な細胞を搭載し
た臓器チップが今後の非臨床試験モデ
ルの新たなスタンダードになるのか注
目されている。
　本シンポジウムでは、創薬研究にお
いて重要な腸管や肝臓等に焦点を当
て、オルガノイド研究、臓器チップの
最新の研究成果および、ＭＰＳに搭載
するための細胞開発等に関して、若手
研究者中心に講演する。

（根来亮介）

創薬研究への応用を目指した
in vitro腸・肝臓器モデルの開発

－生体模倣システム・オルガノイド研究の最前線

オーガナイザー
　山崎大樹（国立衛研）
　石田誠一（崇城大院工）

　創薬において、非臨床試験段階の薬
物動態試験や安全性薬理試験では、医
薬品のヒトでの振る舞いを高い精度で
予測することは重要な課題の一つで
ある。医薬品の体内動態や毒性／安全
性を考慮する上で、細胞等を用いたin 
vitro実験結果に基づいてin vivo個体レ
ベル、特にヒトでの薬物の挙動を定量
的に予測することが試みられており、
ヒト由来細胞の利用やin silico予測手

法開発によってヒト予測性は向上しつ
つある。
　今後、さらなる予測精度・信頼性
向 上 の た め に は、in vitro to in vivo 
extrapolation（ＩＶＩＶＥ）モデルの
構築や生体環境を模倣した培養系

（microphysiological system：ＭＰＳ）に
よる評価系の高度化が必要である。
　そこで本シンポジウムでは、医薬品
評価法のヒト外挿性向上へのアプロー
チを独自の視点で進めている研究者に
最新の手法とその研究成果を概説して
いただく。

（山崎大樹）

医薬品評価法のヒト外挿性向上へのアプローチ

オーガナイザー
　山田勇磨（北大院薬）
　須藤雄気（岡山大院医歯薬）

　本シンポジウムは、「光と生命現象
（光をくすりへ！）」に関連した研究
分野の融合・活性化を目的とし、光機
能性分子の源となる光化学に関する研
究領域や、光機能性分子を標的臓器・
細胞へ送達し （体内動態制御）、さら
に細胞内局在を制御する （細胞内動態
制御）送達技術に関する研究領域の研
究者による発表と議論の場を設ける。
　送達技術の研究を専門とする北海道

大学大学院薬学研究院の山田勇磨、光
化学の研究を専門とする岡山大学学術
研究院医歯薬学域 （薬学系）の須藤雄
気がオーガナイザーを務め、本分野に
関連する新進気鋭の研究者との議論の
場を提供する。
　本シンポジウムでは、薬学、理学、工
学、医学など多彩な専門分野の先生が
一堂に会したシンポジウムであり、活
発な議論がなされると期待している。
本シンポジウムが、光を用いた次世代
Photo Bio Medicineの一助となること
を祈念する。

（山田勇磨）

光を用いた次世代Photo Bio Medicine

オーガナイザー
　川上亘作（物材機構）
　池田幸弘（武田薬品）
　橋塚貴彦（沢井製薬）

　近年の医薬品開発においては抗体、
核酸、細胞など創薬モダリティが多様
化しており、海外メガファーマより企
業規模が大きく劣る国内製薬企業は開
発競争において苦戦を強いられてい
る。そのような背景を踏まえ、2021年
に国立研究開発法人物質・材料研究機
構と国内製薬企業11社（現在は12社）
で医薬品化合物の物性評価と製剤開

発に関わるCenter of Excellence（ＣＯ
Ｅ）を立ち上げた。その活動中心は参
加企業による６件の共同研究であり、
バイオ医薬品開発に関わるテーマを中
心に、物性評価・製剤開発の基礎技術
力の向上、評価技術のハーモナイゼー
ション、さらにはその世界標準化を見
据えて活動を進めている。
　本シンポジウムでは、現状の国内企
業の問題解決に対するＣＯＥの活動理
念を説明した後、抗体医薬、核酸医薬、
および低分子医薬の物性評価・製剤開
発に関わる代表的な研究成果を紹介す
る。　　　　　　　（川上亘作）

医薬品開発の国際競争力向上のための
国内製薬企業水平連携


